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■背 景 

  九州大学は、明治４４(1911)年に２０世紀の日本を担う拠点大学として設立され、平成２３ 

 (2011)年に創立百周年を迎えます。 

   九州大学は、この百周年を迎えるにあたり、次のとおり記念事業を計画しています。 

   １）教育研究環境の整備充実を図るための九州大学基金（仮称）の創設 

   ２）生涯学習時代に対応する社会人等受入推進事業 

   ３）産学連携・地域連携等推進事業 

   ４）国際交流推進事業 

   ５）九州大学百年史の編纂と記念式典・記念シンポジウム等の事業 

  これら事業に必要な総事業費としては、１００億円が見込まれています。 

  このため、九州大学ではすでに学内教職員に対する募金が始まっています。 
 

 

■内 容 

  九州大学百周年記念事業を学外から支援するため、九州経済連合会の鎌田迪貞会長を設立発起 

人代表として「九州大学百周年記念事業推進会」の設立準備が進められてきたところですが、本 

年２月２８日（水）に、同会の設立発起人会及び設立総会が市内のホテルで開催されました。 

  当日は、同会の趣旨に賛同する経済界、地元の自治体や関係団体、九州大学関係者等約１６０

人が出席しました。  

  設立発起人会及び設立総会では、同推進会の計画概要等の説明の後、同会の設立及び同会会則 

が了承され、引き続き役員、顧問等の選出が行われました。その結果、会長には、設立発起人代 

表の鎌田迪貞九州経済連合会会長が選出されました。 

   また、設立パーティーでは、吉田宏福岡市長から祝辞と九州大学が行う百周年記念事業の成果 

に期待している旨の挨拶がありました。 

  同会では、今後さらに多くの役員、顧問の方々の参加を得て、体制の充実を図るとともに、法 

人（企業等）に対する募金事業及び百周年記念事業に関する助言等を積極的に展開していくこと 

が計画されています。 

 

 

 

【お問い合せ】 

百周年記念事業推進室長 大森 禮次郎 

電話：０９２－６４２－７１２２ 

FAX：０９２－６４２－２１１３ 

Mail：100thsitucho@jimu.kyushu-u.ac.jp 

九州大学百周年記念事業 

概 要 
 

  九州大学百周年記念事業推進会の設立発起人会、設立総会が開催されました。 



九州大学百周年記念事業実施体制

（事業主体） （支援組織）

九州大学百周年記念事業推進会九州大学百周年記念事業委員会

（学内）

・会 長（鎌田 九経連会長） ・顧問迪貞

九州大学百周年記念事業推進会委員長：九州大学総長 ・会長代行（梶山千里九大総長）

東京部会・副 会 長

委 員：理事，総長特別補佐，各部局長等 ・理 事

・監 事 部会長：前田勝之助東レ（株)名誉会長支 援

（役割） （役員等合計目標 約２ ０００人） （特別顧問）,
１）記念事業の実施方針及び実施計画の策定

（役割）法人募金事業，記念事業に関する助言等

２）記念事業に係る募金（目標額１００億円）

九州大学百周年記念事業推進会※１）募金対象は法人とし、５０億円を目標額とする。

関西部会３）記念事業推進会との連携 ２）個人篤志家（又は企業）に対する寄附建物についても

協力を行う。

部会長：稲盛和夫京セラ（株)名誉会長

（特別顧問）



九州大学百周年記念事業「コンセプト・スローガン」 

                            (平成１８年１１月１７日) 

 

 

 
 「知の新世紀を拓く」 

    百年の伝統を基盤とし、知の新世紀を拓く。 

 

 
 １．新しい知の創造拠点の構築 

九州大学は新世紀を拓き、より善き知の創造とその展開を目指す。 

 

２．知の アジア グローバリズム（Asian Globalism）の先導 
九州大学は、グローバル化するアジアの学術交流のリーダーとして、世界 

が求める知の創造を先導する。 

 

３．人類の未来を切り拓くリーダーの育成 
九州大学は、世界的に活躍する人材、人類の未来を託す人材を養成する。 

 

九州大学は、これらの目標を達成するために 

１．新しい伊都キャンパスや都心キャンパス等の九州大学の全ての拠点を知の 

フロンティアとして、社会と連携しながら、独自に進化させ、 

２．国内外の学術研究機関、産業界等との広範囲な連携を通じて新時代の先端的 

な知を創造、発信するとともに、 

３．新しい教育システムを開発し、知識に偏重しない自立した人材の育成を目 

指します。 

 




